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エポック No９３  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２７（２０１５）年１０月 発行 

 

 

 

 

 

 平成 27 年 8 月 4 日、第 7 回生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 7 月 20 日に募集を開始した(仮称)生涯学習大学モニターコース「生涯学習コーディネーター

養成～体験編～『発信力』」の応募状況の確認と合わせて、(仮称)生涯学習大学の正式名称案と、

大学の基本理念・方針について検討を行いました。いよいよ形になる(仮称)生涯学習大学を前に、

委員からは活発な意見が挙がりました。 

 以下、概要をお送りいたします。 

 

 

 

● 事務局からの名称案 

千代田生涯学習大学 

千代田社会人大学 

千代田成人大学 

千代田生涯学習ヴィレッジ 

千代田未来創造大学 

千代田生涯ワンダーカレッジ 

千代田ターミナルカレッジ 

千代田オトナまなび舎 

千代田区クロスエイジ大学 

 

 

 

千代田みんなの大学 

千代田つむぎ大学 

千代田おとな大学 

千代田おとな塾 

Co.千代田カレッジ 

ちよだカレッジ 

ちよだキャンパス 

ちよだ社会人カレッジ 

  ちよだ・まち・ひと・塾 

 

 

 

大人の学びの千代田大学 

学びと地域の千代田大学 

まち・ひと・学び千代田大学 

まち・ひと・つなぐ千代田大学 

千代田オトナえん 

（円・縁・園・en） 
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● 名称の決定方法 

今回の第 7 回会議の中で、ある程度名称の候補を絞り、(仮称)生涯学習大学モニターコース「生涯

学習コーディネーター養成～体験編～『発信力』」受講者にもアンケートで意見を募る。 

受講者からの意見や名称案も踏まえ、12 月に開催予定の会議で再度検討を行い、最終決定とする。 
 
 

意見交換 

○ 英語はあまり千代田らしくない印象を受ける。

英語は使わない方がいいのではないか。 

○ カタカナで、ぱっと見て意味の通じないものは

避けたい。分かる日本語を使いたいと思う。 

○ 大学名称が横文字だった場合、目で見た場合は

いいかもしれないが、文字を見ない人が耳から

入ってきたときにどういうふうに聞こえるの

か気になる。第一印象では、耳からすっと入っ

てくる音がいいと思う。 

○ 生涯学習大学は、在勤者だけでなく、在学者も

対象になる。「社会人」や「成人」といった、

対象者を限定するような名称もやめたほうが
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いいのではないか。 

○ 「千代田生涯学習大学」を正式名称とし、愛称

やキャッチコピーのような、セカンドネームを

考える形でもいいと思う。 

○ 「ちよだ」がひらがなだと、柔らかく好印象を

与えられる。 

○ 過去のコーディネーター養成講座の応募状況

が非常に良いとのことなので、それだけ興味が

ある人や学びたい人が多いということだと思

う。そういった方々のためには、「生涯学習」

という名前をある程度出した方が、行きたいと

思っていただけるのではないか。 

○ 長い名前も覚えにくい。短めで、覚えやすいも

のが良い。 

○ できれば「千代田」は漢字のまま入れたい。「千

代田カレッジ」や「千代田キャンパス」という

字面にすれば、分かりやすく良いと思う。 

○ 漢字でもひらがなでも良いとは思うが、「生涯

学習大学」は堅い感じがするので、「カレッジ」

の方が軽い印象を与えられるのではないか。 

○ 「まち・ひと・つなぐ」もフレーズとしては良

いと思う。キャッチコピーを付けても良いとい

う意見があったので、これをキャッチコピーに

することも視野に入れたい。 

○ 「千代田生涯学習大学」や「千代田大学」とい

う堅めの名称にしても、「学び・地域」といっ

た補足的な柔らかい言葉で繋げれば、バランス

がとれると思う。 

○ 若い人は略称・短縮形の言葉をよく使用する。

受講者が簡単に短縮して、「○○大、行く？」

と言えるようなイメージだと親しみやすい。 

○ 少し発想を変えて、千代田にちなんだ、あまり

馴染みのない言葉を使うのも良いのではない

か。意味や由来を聞いて初めて納得できるよう

なものにすれば、なるほど、となると思う。 

○ 学校教育法上では、学習塾の名称に「小学校」

と付けることを認めていないが、大学について

はある程度寛容な部分がある。「区民大学」「市

民大学」「生涯学習大学」といった名前は、学

校教育法で言う大学とは違う、という位置付け

になっている。 

○ 「ちよだキャンパス」は、どこかの学校の分校

のように思われてしまうので避けたい。 

○ ヨーロッパでは、「アカデミア」という言葉を

それぞれイタリア語やドイツ語に訳して使用

することが多い。日本語で「アカデミア」を訳

すのは難しいが、なにか良い言葉があれば、候

補に挙げていきたい。 

○ 千代田という名称は「千代田城」から来ている

が、なにか千代田区の歴史や地名、文化人等に

ちなんだ名称を検討しても良いと思う。 

○ 藤沢市は市の鳥がカワセミだったため、市民大

学の名称に「かわせみ学園」と付けたが、一見

した字面だけでは、どういった学習の場なのか

分かりづらいという側面もあった。ストレート

に付けるのも悪くないが、十分な検討が必要だ

と思う。 

 

 

 

 

 

 

● 基本理念 第 1 案 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催都市である東京の中心地「千代田区」は、江戸以来

の歴史・文化を豊かに継承しつつ、常に新しく変化し続けています。 

在住者と在勤者、新旧住民の垣根を越え、生涯学習によるまちづくりが求められています。そこには、

学びによる在住者と在勤者のつながりを強化し、地域の学習ネットワークを拡充していくことが不可欠

です。 

(仮称)生涯学習大学により、区内の在住・在勤・在学者の「学び」を縦横に広げ、グローバルとローカ

ル、社会と個人の交流の場（プラットフォーム、ハブ）となることを目指し、学びでコミュニティの活

性化やまちづくりに関わる地域人材を育成します。 

 
(仮称)生涯学習大学 基本理念・方針について 
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● 基本理念 第 2 案 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催都市である東京の中心地「千代田区」は、江戸以来

の歴史・文化を豊かに継承しつつ、常に新しく変化し続けています。 

この変化に対応するために、学び続けることが欠かせなくなってきている現代社会では、大人が学び、

仲間とともに学び合い、同じ目的を持つ仲間を見つけ、一緒に何かを創る場が必要になってきます。学

びは、コミュニティ自体に課題解決能力や新しい価値を生みます。 

(仮称)生涯学習大学は学びで人と地域をつなぎ、グローバルとローカル、社会と個人の交流の場（プラッ

トフォーム、ハブ）となることを目指し、「新しい公共」を担う人材を育成します。 

 

● 3 つの方針（案） 

 ・地域、コミュニティ、千代田区（Globalism グローバリズムと Localism ローカリズム） 

・学ぶ、つなぐ、続ける（Active learning アクティブ ラーニング） 

・プロボノ精神 
 

意見交換 

○ 「新しい公共」という言葉は、考え方は非常に

良いと思うが、今はあまり使われなくなってき

ている印象を受ける。 

○ 仲間と学び、コミュニティに属すること自体に

価値を見出すような内容になっているが、学

び・学習は個人の中から生まれるものだと感じ

る。個人個人の、ひとりの作業もあるのだとい

う観点を入れることが大事なのではないか。 

○ これからのグローバル社会に対応するためには、

自らの知識を多様な考えを持つ人の中で活用し

ていくということが大切だと思う。 

 

 

 

 

○ 自分たちが住んでいる街は自分たちでなんとか

しよう、ということを大学の理念にしていくの

はとても良い。「課題解決能力」というフレーズ

は是非入れたい。 

○ 一見すると、オリンピックがあるから勉強しな

ければ、という印象を受けてしまう。もっと多

様な変化に対応していく、というような内容に

変えていきたい。 

○ 「区内の在住・在勤・在学者」という括りは少

し狭い地域のように感じられてしまうので、「学

びで人と地域をつなぎ」の方が広いイメージで

良いと思う。 

○ 「新しい公共を担う」というフレーズも、「新し

い千代田区を担う」など、具体的なものにした

方がはっきりするのではないか。 

○ 個人で自ら学んでいく、という姿勢も大事だが、

「仲間とともに学び合い」や「同じ目的を持つ

仲間を見つけ」という内容は、皆さんにアピー

ルしていくのに良いフレーズだと思う。 

○ 千代田区は「平和都市宣言」をしている自治体

でもある。生涯学習の中の基本的な方向性とし

て、オリンピックという視点だけでなく、そう

いった考え方を組み込んでもいいと思う。 

○ 方針の 3 つ目にある「プロボノ精神」について

は、基本理念の中にもう少し分かりやすく入れ

込んでも良いかもしれない。 

○ 「プロボノ」は地域貢献や社会参加という意味

もある。今はまだあまり一般的な言葉ではない

ので、これを機会に広げていければいいが、現

段階では注釈や※印で説明が必要だと思う。 

○ 「学びは、コミュニティ自体に課題解決能力や

新しい価値を生み」とあるが、学んだことを具

体的にどのように活かしていくか、という視点

も入れられたらいい。 

○ モニターコースの説明の中に、「Think globally, 

Act Locally（広い視野を持って身近な地域で活

動する）」というフレーズがある。とても良い言

葉だと思うので、方針の中に付け足せば素敵な

イメージになると思う。 
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「ちよだ城下に学び集う」 

勝部 純明  
 

30 年近く前、『東京都の歴史散歩』という

教師の手による歴史探訪の書で、神田や日

本橋界隈を担当したことが千代田区との関

わりの初めです。幕府開闢以降、政治・経

済の中心として、また昌平黌や多数の塾や

道場があり学者や文人が住まう文教地区と

して栄えたこの界隈をはじめ、江戸城周辺

は訪ね歩くのに魅力的な街です。 

 さて、10 年程前に始めた私の趣味はロー

カル線を各駅停車で旅して、途中下車した

街を歩くことです。鉄道は城下を迂回して

敷設されたので、駅からお城へ至る道が大

抵目抜き通りです。しかし、多くがシャッ

ター通と呼ばれて人通りも少なく、かつて

の面影はありません。 

そんな賑わいの乏しくなった街でも、突

然雰囲気が変わるエリアがあります。それ

は、お城を囲む武家屋敷の界隈です。道で

すれ違う小中学生、時には高校生から元気

よく「こんにちは」と、見ず知らずの旅行

者に向って挨拶されます。その姿や顔は、

駅前でスマホを手にしている時とは明らか

に違います。郷土を誇りに思い、大切にし

ているのが伝わってきて、嬉しくなります。 

 世界に誇る東京の、城下町江戸の歴史と

風土が醸し出す文化こそ、海外から訪れる

人達への“おもてなし”です。それには千

代田区に住み、働き、学ぶ者がこの文化の

担い手となることが大事です。武家屋敷跡

には沢山の私学ができ、生徒や学生が学ん

でいます。生涯学習から広がる郷土愛の輪

を期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

「自ら学ぶ楽しさを」 

淺川 宏  
 

人間、生まれながらにして学びたいとい

う意欲、もっと知りたいという興味や関心、

そして常に自らを高めていきたいという

気持ちを抱いています。 

 その一方で生涯学習は、学校教育を終え

てから、また子育ての卒業や現役を退いて

からというイメージで捉えられがちです。

現場から一歩離れたところにそのスター

ト地点があり、そこで初めて自分の意思で

学びが実現できると考えることが多いの

も事実です。その意味で、そのような立ち

位置の払拭こそが、生涯学習の原点である

と考えます。それだけに、学校教育のス

タートである就学前教育に視点を当てる

ことも、生涯にわたって学ぶ意欲や学びの

充実につながることと思います。 

 そこで学びは楽しいという視点に立つ

ことが大切です。自ら取り組むことが楽し

いという気持ちが様々な理解や充実をも

たらし、意欲へと繋げます。現実には幼児

期の楽しさあふれる主体的な遊びにこそ、

生涯学習の原点である様々な学びの芽生

えが存在します。学習の基盤となる遊びの

原動力が楽しさであるように、生涯学習を

支える原点も「自ら学ぶ楽しさ」にあるも

のと考え、実践に近づけたいと思います。 

 

 

第 10 期第 7 回のエポックをお送りしました。今

回は、大学の正式名称・基本理念の決定が楽しみな

話し合いとなりました。また、ご多忙の中リレー随

筆をお引き受けいただいた勝部委員、淺川委員に、

心から御礼申し上げます。 

次号エポックも、よろしくお願いいたします。 
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